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2025年9月24日 

 

各  位 

 

会 社 名 ＴＩＳ株式会社 

代表者名 代表取締役社長  岡本 安史 

（コード番号3626 東証プライム市場） 

問合せ先 ＩＲ・ＳＲ室長   中川 信 

（Tel.050-1702-4115） 

 
会社分割（簡易吸収分割）による当社子会社からの一部事業の承継に関するお知らせ 

 
当社は、2025 年 9 月 24 日開催の取締役会において、当社の連結子会社である澪標アナリティクス株式会社

（以下「澪標アナリティクス」といいます。）のＡＩ・データ分析事業（特定顧客を除く。）を、当社が吸収分

割により承継すること（以下「本件分割」といいます。）に係る基本方針について決議しましたので、下記の通

りお知らせいたします。 

なお、当社は本件分割に先立ち、澪標アナリティクスの株式を追加取得して完全子会社とする予定です。そ

のため、本件分割は当社の完全子会社となった澪標アナリティクスの事業を承継する簡易吸収分割となります

ので、開示事項・内容を一部省略して開示しています。 

 

記 

 

１．会社分割の目的 

当社グループが持続的な成長を実現するための事業活動領域として定義している４つの戦略ドメインのう

ちＳＰＢ及びＩＯＳ（注）をより拡大する上でＤＸ・データ利活用の強化が特に重要であり、その実現のた

めにはＡＩ・データ分析への対応が欠かせないテーマであるとの認識から、ＡＩ・データ分析に強みと実績

を持つ澪標アナリティクスを2020年8月に連結子会社化しました。 

この連結子会社化以降、当社リソースの参画等を含め事業強化に努めてきた結果、現在は、当初の目的に

沿った事業展開に加え、ＡＩ人材・データサイエンティストの拡充が進展しています。一方、ＡＩ・生成Ａ

Ｉにおける様々な顧客ニーズの増加や技術の変化も目覚ましいことから、当社に事業と人材を集中させるこ

とでＡＩ・データ分析事業領域を当社の確固たる強みとし、より付加価値の高いサービス提供を通じた顧客

のビジネス上の課題解決を実現することを目的として、今般の会社分割を行うものです。 

（注）ＳＰＢ：ストラテジックパートナーシップビジネス 

業界トップクラスの顧客に対して業界に関する先見性と他社が追随できない知見を武器とし

て、事業戦略を共に検討・推進し、ビジネスの根幹を担う事業 

ＩＯＳ：ＩＴ＆ビジネスオファリングサービス 

蓄積した技術・ノウハウを活用し、特定業界・業務において業界ニーズに先回りした将来の

デファクトスタンダードとなりうるサービスを提供する事業 

 

２．会社分割の要旨 

（１）会社分割の日程 

吸収分割に係る基本方針決定日 2025年9月24日 

吸収分割承認取締役会 2026年1月14日（予定） 

吸収分割契約締結日 2026年2月 1日（予定） 

分割予定日（効力発生日） 2026年4月 1日（予定） 

（注）本件分割は会社法第784 条第2 項の要件を満たすため、同項に基づき、簡易分割により、当社 

株主総会の決議による承認を得ずに行います。澪標アナリティクスについては、会社法第796 

条第1 項の要件を満たすため、同項に基づき、略式分割により澪標アナリティクス株主総会 の

決議による承認を得ずに行います。 

 

（２）会社分割の方式 

澪標アナリティクスを分割会社とし、当社を承継会社とする簡易吸収分割です。 
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（３）会社分割に係る割当ての内容 

本件分割は、当社と当社の完全子会社との間で行われるため、本件分割による当社から澪標アナリテ

ィクスへの株式の交付はありません。 

 

（４）会社分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

（５）会社分割により増加する資本金 

本件分割による当社の資本金の増加はありません。 

 

（６）承継会社が承継する権利義務 

澪標アナリティクスは、本件分割に際して、本件分割の効力発生日における同社のＡＩ・データ分析

事業（特定顧客を除く。）に関して有する資産及び権利・義務を当社へ承継します。 

 

（７）債務履行の見込み 

分割会社である澪標アナリティクス及び承継会社である当社は、効力発生日以降に到来する債務の履

行の見込みについて問題がないものと判断しています。 

 

３．会社分割の当事会社の概要 

 承継会社 分割会社 

（１）名称 ＴＩＳ株式会社 澪標アナリティクス株式会社 

（２）本店所在地 東京都新宿区西新宿八丁目17番１号 東京都江東区豊洲二丁目２番１号 

豊洲ベイサイドクロスタワー32Ｆ 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 岡本 安史 代表取締役 井原 渉 

（４）事業内容 情報化投資にかかわるアウトソーシ

ングサービス、ソフトウエア開発、

ソリューションサービス及びグルー

プ会社の経営管理ならびにそれに付

帯する業務 

ＡＩ・データ分析コンサルティング

サービス 

（５）資本金 10,001百万円 18百万円 

（６）設立年月日 2008年4月1日 2014年6月4日 

（７）発行済株式数 236,233千株 107千株 

（８）決算期 3月31日 3月31日 

（９）大株主及び持株比率 

（2025年3 月31日現在） 

日本マスタートラスト信託

銀行株式会社（信託口）  

いちごトラスト・ピーティ

ーイー・リミテッド  

株式会社日本カストディ銀

行（信託口）   

STATE STREET BANK AND 

TRUST COMPANY 505001 

日本生命保険相互会社    

13.7％ 

 

9.9％ 

 

5.1％ 

 

 3.3％ 

 

 3.1％ 

ＴＩＳ株式会社 

井原 渉 

53％ 

47％ 

（10）直前事業年度の財政状態及び経営成績 

 2025年3月期（連結） 2025年3月期（単体） 

純資産 356,064百万円 772百万円 

総資産 558,051百万円 1,040百万円 

1株当たり純資産 1,477円61銭 7,197円36銭 

売上高 571,687百万円 1,498百万円 

営業利益 69,047百万円 247百万円 

経常利益 70,503百万円 247百万円 

親会社株主に帰属する 

当期純利益/当期純利益 
50,012百万円 163百万円 

1株当たり当期純利益 215円 00銭 1,521円32銭 

（注）当社は、2025年11月20日付で井原 渉氏の保有する澪標アナリティクス株式の全てを譲り受け、

同社を完全子会社とする予定です。 
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４．分割する事業部門の概要 

（１）分割又は承継する部門の事業内容 

ＡＩ・データ分析に関する受託業務に係る事業（特定顧客を除く）。 

 

（２）分割又は承継する部門の経営成績（2025年 3月期） 

売上高   1,419百万円 

売上総利益   760百万円 

 

（３）分割又は承継する資産、負債の項目及び金額             （2025年3月 31日現在） 

資産 負債 

項目 帳簿価格 項目 帳簿価格 

流動資産 706百万円 流動負債 252百万円 

固定資産 51百万円 固定負債 0百万円 

合計 757百万円 合計 252百万円 

 

５．会社分割後の状況 

本件分割後の当社及び澪標アナリティクスの名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金、決

算期に変更はありません。 

 

６．今後の見通し 

澪標アナリティクスは当社の連結子会社であるため、本件分割が当社の連結業績に与える影響は軽微です。

今後、開示すべき事項が発生した場合には速やかにお知らせいたします。 

 

（参考）当期連結業績予想（2025年5月8日公表）及び前期連結実績 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 百万円 

当期連結業績予想 

（2026年3月期） 
582,000 73,000 73,000 49,000 

前期連結実績 

（2025年3月期） 
571,687 69,047 70,503 50,012 

 

 

以  上 


